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Dr. William Anderson’s Commitment to Japan 






son （以下， W Andersonとする）の名がしばしば出てきたことであった。 調査を進めて行
くうちにW Andersonは，①StThomas' Hospital医学校の卒業生であること。②わが国の「お
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Nightingaleの看護教育に求め， 1885年 （明治18年）有志共立東京病院看護婦教育所 （現，東
京慈恵医科大学医学部看護学科）をはじめ，1886年（明治19年）京都看病婦学校，桜井女学校
付属看護婦教育所，1887年（明治20年）医科大学第一医院看護婦養成所 （現，東京大学医学部









Il St Thomas' HospitalとW.Anderson 
















1540年1月14日に StThomas' Hospital, Surrey, Sussex, Kent, Middlesex, Cambridgeの諸
州，ロンドン市その他にある病院の全財産が，修道院の解散の聞に国王に没収された。その結





1844年12月に病院の最初の王族理事PrinceAlbert ( Queen Victoriaの配偶殿下）が任命
された。
St Thomas' Hospitalは6世紀以上の間ロンドンの Sauthwark地域に存在していたが， 1859




ほうがよいという結論に達した。彼女は結果の覚え書を女王の配偶者（ Prince Albert ）と病
院の理事に送った。 1860年代に新しい病院が以前の敷地に建てられた。基礎石は1868年3月13










ず現在も残っている。 写真1 Award in St Thomas' Hospital eighty years ago 
1853年に指名され堂々とした MatronMrs. Wardroperは子供のいる未亡人で Nightingale
が最も尊敬していた女性であった。これはStThomas' Hospital内に看護学校を開校するにあ
たって，彼女の決定に大きな影響を与えた要因の 1つである。
St Thomas' HospitalがSouthwark （現在 Guy’sHospitalが建っている）から移転して最
新の病院を建設する必要が生じたときと同じくして， Nightingaleは5万ポンドの Nighting-
ale基金（クリミア戦争での彼女の仕事が評価され積み立てられた資金）を自由にすることが
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まりホー ムを与えられ， 宗教面以外の管理組織に対し義務をもっ婦長の配下の sisterのもとに
おかれるべきであるなどであった。





の植民地，イ ンド，そしてスェー デン，ドイ ツさらにアメ リカ合衆国においても婦長，監督と
して活躍した。またこの人々が看護婦養成学校設立の原動力となっていった。
不幸にして StThomas' Hospital医科大学は当初，看護婦養成の進歩と歩調が合わなかった。
図 2 From NURSING THE FINEST ART An ilustrated history by M. Patricia Donahue 




Map Showing the Influence 
of the Nightingale System of 
Nursing Education 1860-1910 


























St Thomas' Hospitalも修道院の奉仕事業から幾世紀かを経て変遷をく り返し，現在の国営
病院へと変ったのである。この歴史的流れの空間には多くの傑出した医師，看護婦そして文芸
人（ John ・ Keats ( 1795～ 1821）詩人， William・Somerset・Maugham ( 1874 -1965) 
小説家等）が輩出されたことは，現在もその輝しい偉業と最も確実に発展させた功を包含して
建っている。
2 . W. Anderson 
W. Anderson (1842～1900）はロンドンの生れであり，















彼がもっとも尊敬した外科学の教授は，Sir.Jon SimonとMr.Le Gros Clarkであり，2
人の医師はW Andersonの仕事に大きな関心をよせられていた。解剖学の教鞭をとったのは，




1868年には， Thefirst College賞， th巴PhysicasSociety’s賞そして憧れの CheseldenMed-
alを獲得した。当然の結果，彼は病棟住み込みの外科医に任命された。 Derbyの州立診療所
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しい慎み深さで，より魅力的になったと評価されている。
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N 帰国した W.Anderson 
W. Andersonは，前記したように StThomas' Hospitalの外科医 (1880年〈明治13年〉より























Historical Catalogue of a Collection of Japanese cmd Chinese Paintings in the British 
Museum＂）の制作も依頼された 。1886年 （明治19年）に出版された544ページに及ぶこの目
録は，図版の数は少ないものの，画家の招介と詳細な注解により今日でも有用な文献となって
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いる。同じ年に， W Andersonは，この目録よりもかなり大判で，数多くの図版を収録した「日








28年）には「日本の木版画，その歴史，技術，特徴」（ “JapaneseWood Engravings : Their 
History, Techniques and Characteristics”）を出版し，同年日本政府から勲三等旭日中綬章を
授与された。 W Andersonの死の翌年に発行された「英国伝記辞典J（“Dietionary of 
National Biography" ）には「優れた教養と容姿を備えた W.Andersonは，内気な性格さえな
ければらさに世に知られる人物となったろう」と記されている。
親日家であった W.Andersonと日本人の関わりを資料から探索してみた。
資料 1として TheFlorence Nightingale博物館収蔵の一通の手紙である。この手紙は，
1887年（明治20年） 10月31日付， W Anderson発信の HenryBonham Carter宛に出されたも



























ある。その指導者を Nightingale看護学校に求めたが適任者が得られなかった。 Neghtingale 
は，自分の看護学校に求人がくれば，答えはきまって「養成を受ける女性をこちらへよこして
下さい」という返事であったとのことである。高木兼寛は幸い，アメリカでNeghtingale式の
看護教育を受けた Miss.M. E.Readを招聴することができたが， 2年後帰国したのである。







St Thomas' Hospital Nightingale看護学校には卒業者として留学した 2人の名前は名簿に
残っていない。現在，この2人の看護婦については追跡調査をしている。






治33年〉）の 4人である。この 4人の記録も BritishLibraryには保存されていなかった。津田
梅子の日記が唯一のものである。津田梅子がNightingaleと会った日のことを克明に書いてい
る。その日記日付は， 1899年（明治32年） 4月20日である。 Nightingale79歳，津田梅子35歳
である。その日記の前半に「今日は出来事の多い日であった。大変出来事の多い日，というこ
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月20日の日記は他の日より一番長い文面である。その長い文面の少ない行であるが， W. 
Andersonの人柄が伺える。日本からロンドンに行った人々はこの紳士的でソフトな人柄の彼






























































謝辞：：本調査のために， Florence Nightingale Museumの理事である Miss.Patricia 
Mowbray，同 Museumの館長補佐であり，資料センター責任者の Mr.Alex Attwel, Record 
Office and History LibraryのArehivist. Miss. B, Mowlett, British LibraryのDR.Anne 









4）内海孝：歴史研究とその方法， 日本看護歴史学会誌第6号，日本看護歴史学会，p. 1 -17, 
1993 
5）梅渓昇 ：お雇い外国人研究の現状と動向，号本看護誌第l号，日本看護歴史学会， p 1 -19, 
1988 
6）飛鳥井雅道 ：鹿鳴館， シリーズ日本近代史No2，岩波ブックレッ卜， 1992
7）石原明 ・杉田陣道 ・長門谷洋治著者 ：系統看護学講座別巻9看護史，医学書院， 1990
8）木下安子著者：新版看護学全書別巻6 看護史，メヂカルフレンド社，1964
9）高橋政子著者：日本近代看護の夜明，医学書院， 1973
10）セー マー ， LR著，小玉香津子訳：看護の歴史，医学書院， 1978









18) E. M. Mc Innes ST. Thomas' Hospital, Special Trust巴esfor St Thomas' Hospital, London, 
Second Enlarged Edition, 1990 
19) Monica E. Ealy: Florence Nightingale and the Nursing Legacy, Croom Helm, London,1986 
20）ルーシー・セーマー著・ 湯棋ます訳 ：フロレンス ・ナイチンゲー ル， メヂカルフレレド社，1958









27) Nursing Standard : St Thomas' Hospital 1215-1989, Print, 1989 
28) Mr. William Anderson (F. R. C. S); Selected Letter (Ref. HI/ST/NC18/27/56). 
29) St Thomas’s Hospital Gazette No. 8, November, 1900 Vol. X, Pl70-173.]. E. P 
30）沸l井喜美恵：ナイチンゲーjレ博物館収蔵の一通の手紙から，ナイチンゲール研究第1号，ナイチ
ンゲール研究会， 1991
